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第 3 章は本論文の主要部分であり、 5 つの部分よりなっている。第 I のスペクトロメーターはパー
ロー型の欠点を除くために考案されたものである。すなわち、著者の開発した 3 つの分離した陰極を
もっカウンターと 1 個の多孔コリメーターによって、チャンス・コインシデンスに基づくパックグラ





メーション法であり、第百の方法は第 E と第田の 2 つの方法を併用したもので、パックグラウンドに
関する解決法として有効で、あることを述べている。第Vの方法はライズタイム法をガス増巾率 1 のイ
オンチェンパーに応用したもので、薄いラジエータ一方式の中性子スペクトロメーターに用いられる
と述べている。
qδ ??qδ 
第 4 章では、ライズタイム法の粒子弁別(中性子ーガンマ線弁別)への応用について述べている。
インテグラル型のガスリコイル比例計数管にライズタイム弁別を応用することによって、ガンマ線を
弁別できることを示している。またグリッド付きイオンチェンパーでの粒子弁別、コリメーションの
特性をしらべ、アルファ線スペクトルの質の向上に応用できることを示している。
第 5 章は結論であって、各章で得た結果をまとめ、今後の問題点を指摘している。
論文の審査結果の要旨
本論文は、高速中性子スペクトロメーターに関する実験的研究をまとめたものである。著者は、特殊
の構造を考案することによって、スペクトロメーターのチャンス・コインシデンスによるパックグラ
ウンドを従来の数分の l に下げることに成功し、さらにエレクトロニックコリメーションによって、
コリメーターを省略した速いコインシデンス法およびライズタイム法に発展せしめたことは注目され
る。
これらの研究結果を、インテグラル型のガスリコイル比例計数管のライズタイム弁別、グリッド付
きイオンチェンパーの粒子弁別などに応用し、多くの成果を得ている。
以上のように、本研究の結果は、放射線計測の進歩に貢献するところが大きく、博士論文として価
{直あるものと認Jめるつ
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